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高等学校の再編整備に関する基本指針 (平成11年5月25日:要 旨)

第 1部 特 色ある学校づくり

1 新 しいタイプの学校

(1)総合学科の設置

① 普 通教育と専門教育の総合的実施、及び各学校の創意に満ちた柔軟な教育

課程の編成

② 通 学可能な範囲に少なくとも1校の設置を検討

(2)単位制高等学校の設置

① 学 年による教育課程の区分を設けず、生徒自らの選択履修を中心とした

教育課程の編成

② 各 学区に少なくとも1校の設置を検討

(3)中高一貫教育

中高連携での実践研究を踏まえた中高一貫教育の在 り方を検討

(4)小規模校の活性化

個別指導の徹底、新たな学科設置、地域との連携強化や体験的学習の重視など、

特色ある教育活動の展開の可能性について検討

(5)不登校生徒の支援

学校に適応できない多様な生徒の心のケアや学習継続 を支援す るため、

「やす らぎ教室」などの機能拡充について検討

2 魅 力ある専門高等学校づくり

(1)役割と課題

① 役  割
・将来の職業のスペシャリス トとして必要な基礎 ・基本の学習
・地域産業を支える人材の育成
・地域社会における生涯学習機関としての学習センター

② 課  題
・変化への対応力 (生きる力)や 望ましい勤労観 ・職業観の育成
・専門分野の学習実績に基づいた希望進路の実現

(2)農業科の今後の在 り方

① 学 科改編や、農業科と総合学科の併設等を検討

② 農 場や寮などの教育施設を活用 した、地域 ・他校生徒への学習等に提供

(3)工業科の今後の在 り方

① 地 域産業と密接な関係にある学科の維持

② 技 術革新等に対応 した学科の改編や統合等を検討
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(4)商業科の今後の在 り方

① 商 業の総合的学習ができる学科の改編等を検討

② 先 進技術等を習得できる教育環境の充実を検討

(5)水産科の今後の在 り方

水産関連産業従事者の育成や資格取得をねらいとする学科の維持、及び技術

革新等にも対応 した、魅力ある学科改編を検討

(6)家庭科の今後の在 り方

社会福祉の増進に寄与できる人材の育成

(7)看護科の今後の在 り方

専攻科設置により、5年 一員の看護教育の充実

3 定 時制 。通信制高等学校の在 り方

(1)定時制教育の充実

① 単 位制導入の検討、及び授業開設形態の多様化や生涯学習の機会拡大、

地域に開かれた学校づくり等の推進

② 募 集定員の見直 し、魅力ある学科への改編、類似学科の再編等のほか、

全県的な適正配置による学校活力の維持を検討

③ 就 業意欲の向上や就業機会の拡大、及び実務代替制度の拡充や資格取得の

単位認定など勤労実績の評価

(2)通信制教育の充実
・通信制協力校制度の拡充 ・整備
・ 単位制導入を検討

第 2部  全 日制高等学校の規模の適正化

(1)学校規模

① 本 県における適正規模は、 1学 年 4～ 8学 級程度
・ 1学年 9学 級以上の大規模校は、学級数を漸減
・最低学級規模は、 1学 年 3学 級を基本

② 第 3学 区は、通学可能な範囲に少なくとも1校 は適正規模校を維持

(3)留意事項
① 地 域事情を考慮した発展的な統合の推進

② 統 合該当校の在籍生徒や周辺地域に対する、教育的配慮に基づいた適切な

措置や対策
③ 統 合に伴う関連措置についての地元関係者との協議
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全 日制 高 等 学 校 の 再 編 整 備 案 (平成11年5月 25日)

1段 階として検討すべき学 ( 2 1校 )

(1)加 賀、寺井及び松任高校

朕 刻  ・生徒の多様な進路に対応できる、幅広い学習システムが必要

防向劇 ・ 3校 とも、H12に 新タイプの学校 (総合学科)に 改編

(2)小 松、野々市明倫、金沢錦丘、金沢泉丘、金沢二水、金沢辰巳丘及び金沢桜丘高校

朕 刻  ・ 7校 とも、 1学 年9学級以上の大規模校

防向劇 ・ 7校 とも、H13以 降に段階的に規模の適正化 (8学級)

(3)松 任農業高校

朕 刃  ・生徒の多様な進路に対応できる、幅広い学習システムが必要

防向倒 ・ H12に 新タイプの農業高校 (単位制)に 改編

(4)金 沢向陽高校

朕 刻  ・生冬の多様な進路に対応できる、幅広い学習システムが必要

防向咽 ・ H12に 新タイプの学校 (単位制)に 改編

(5)津 幡高校と河北台商業高校

朕 劇  ・河北台は、将来にわたつて3学級の維持困難

防向劇 :樫縫壱子hTき尼録ラ零塀方挙穣た象喬唇慈合学科6+体育科2)
( 6 )七 尾農業、七尾工業及び七尾商業高校

朕 刻 i晶督去胆,ま督黍皆留坊畢姦品種後
の維持困難

防向岨 1言暑暑置嘉テ,身垢讐急暑螢q盤唇昌審唇十ェ業科2)
(7)宇 出津高校 と水産高校

置言昌 1岳骨号十:濃醤景誓者岳号こ景匿密零常雷竪雫Hllの全学年の充足率0,30)
(8)柳 田農業高校と町野高校

朕 洲  ・ 2校 とも、将来にわたつて2学級の維持困難

防向劇 :島督左胆新夢斗弁垢季霞婦義
ヽ
(総合学黍壕唇産業科1)

い将来検討すべき学 (8校 1分 校)

宝達高校、高浜高校、宮来高校、中島高校、穴水高校、門前高校、輪島実業高校、水産高校小木分校

珠洲実業高校

|その個  (19校 )

1・ 2以外の高校の規模又は学科改編等の検討

[第一学区]
大聖寺実業高校、大聖寺高校、小松商業高校、小松工業高校、小松明峰高校

[第二学区]
鶴来高校、金沢伏見高校、金沢商業高校、工業高校、金沢西高校、金沢北陵高校、内灘高校

[第二学区]
羽咋高校、羽咋工業高校、鹿西高校、七尾高校、日鶴浜高校、輪島高校、飯田高校
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氏 名 役 職 名 備 考

浅岡  吉 宏 石川県小学校長会会長 平成18年度委員

新家  久 司 石川県経営者協会常任理事

石原 多賀子 石川県市町教育長会会長 副委員長

上田 政 憲 石川県高等学校長協会会長 平成18年度委員

大林  重 治 七尾商工会議所副会頭

小日 禎 彦 金沢経済同友会理事

片桐  和 雄 金沢大学教育学部長

加藤  恭 子 金沢工業大学特任教授

金川  克 子 石川県立看護大学教授

川原   重 (財)日本新聞教育文化財団NIE委員

川淵  尚 志 連合石川会長

鈴森  庸 雄 石川県高等学校長協会会長

竹田  賢 一 石川県特別支援学校長会会長

西)|1 栄 紀 大東文化大学大学院教授

西谷   隆 藤花学園尾山台高等学校長

野崎  義 孝 石川県小中学校長会会長

藤田 晃 之 筑波大学大学院准教授

松井   正 石川県中学校長会会長 平成18年度委員

松本  耕 作 前石川県高等学校 PTA連 合会会長

丸山 利 輔 石川県立大学学長 委員長

連  重 雄 石川県定時制通信制教育振興会会長

和布浦 将司 (財)日本新聞教育文化財団NIE委員 平成18年度委員

吉村  順 子 鶴見大学教授

米澤  明 美 前石川県PTA連 合会副会長

平成 19年 7月 現在

学力向上教育改革推進会議委員名簿

敬称略 ・五十音順
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県立学校活性化特別委員会委員名簿

敬称略 ・五十音順

氏 名 役 職 名 備  考

新家 久 司 石川県経営者協会常任理事 副委員長

大岩 主 税 輪島市教育長

大林 重 治 七尾商工会議所副会頭 委員長

河鳴 敏 明 石川県高等学校長協会教育課題検討委員会委員長

鈴森 庸 雄
石川県高等学校長協会会長
石川県高等学校長協会高1会長(平成18年度)

高  絹 子 石川県小中学校長会代表

西川 栄 紀 大東文化大学大学院教授 副委員長

松本 耕 作 前石川県高等学校 PTA連 合会会長

平成 19年 7月 現在
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開催期 日 推進会議 内 容

平成18年

5月31日

第 1回学力向上教育改革

推進会議

①委員長及び副委員長選任

①これからの本県の教育の在り方について

7月 14日 学校視察 ①県北地区高等学校 6校

7月 18日 ①県北地区高等学校 7校

9月 13日 ①県南地区高等学校 2校

①県央地区高等学校 1校

○県北地区高等学校 3校

10月 17日 学校視察 ①県央地区高等学校 1校

10月 30日 第2回学力向上教育改革

推進会議

○県立学校の活性化に向けた論点整理の確認

11月 27日 地域意見聴取会 ①地域社会における今後の高等学校の在り方
・県南地区

11月 28日 ①地域社会における今後の高等学校の在り方
・県央地区

12月 4日 ○地域社会における今後の高等学校の在り方
・県北(中能登)地区、県北(奥能登)地区

平成19年

1月31日

第3回学力向上教育改革

推進会議

①特別委員会からの審議状況報告

2月 14日 第4回 学力向上教育改革

推進会議

①特別委員会における審議の方向性について

8月 3日 第5回学力向上教育改革

推進会議

① 「県立高等学校の活性化に関する提言」中間

まとめ案の検討

8月 21日 第 6回 学力向上教育改革

推進会議

① 「県立高等学校の活性化に関する提言」中間

まとめ案の審議 ・決定

9月 6日 第7回学力向上教育改革

推進会議

① 「県立高等学校の活性化に関する提言」案の

審議 ・決定

① このほか、随時、県立学校活性化特別委員会を実施

学力向上教育改革推進会議の審議経過
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石川県の公立全日制高等学校配置状況及び地区別中学校卒業(予定)者数等

輪島 。穴水地域

H19: 395,(

↓
H24: 309,(

↓
H28: 268,(

※学校名の丸数字 :H19年度募集学級数

※分数 :H19年度入学者選抜(入学者数/募集定員)

羽昨郡市地域

H19: 595り(

↓
H24: 541り(

↓
H28: 521り(

県南地区

H19: 2,424り(

↓
H24: 2,475り(

↓
H28:2,439り(

＼f災聖寺実業01
 ヽ            ‐

・・S

珠洲 口能登地域

H19:361ノ【

↓
H24:289り(

↓
H28: 247り(

肘
眸
ド

ｂヽ③

　

　

　

　

，・・～

七尾 口鹿島地域

H19:811人

↓
H24: 715り(

↓
H28: 676り(

県央地区

H19: 6,735り(

↓
H24: 7,051り(

↓
H28: 71182り(

●県立工業③

金沢伏見
O ②

●
金沢商業

②

●金沢錦丘③

生   徒   数

H19.31H24.31H28.31増減 (H28-H19)

県北地区 2,162 1,854 1,712 -450

県央地区 6,735 7,051 7,182 +447

県南地区 2,424 2,475 2,439 キ 15

全県合計 11,321 11,380 11,333 + 12
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本県における県立全日制高等学校の概要

1 地 区別県立全国制高等学校数の推移等  (注 )H4か ら40人学級、[ ]内は募集学級数

S35 S38 S57 H元 Hll H19 普!職!総(H19募集学級数)

全 県

21秩1分秩 29秩4分校 45校1分械 48校1分校

[306]

48校十分校

[253]

43械

[201]
64.7:23.4:11。 9

県南地区
3校 4秩1分秩

11秩

81交
快
は

61]

扶
私

49]

快
は

41]
48.8:34.1:17.1

県央地区
81交 15校 18校

[155]

18校

[133]

17秩

[107]
70.1:17.8:12.1

県北地区
10校1分校 14校3分校 22校1分校 22検1分校

[ 90]

22秩1分校

[71]

扶
棋

53]
66.0:26.4: 7.6

2 学 級規模別地区別学校数
(1)Hll年度

殺 県南 県央 垢業】ヒ 全県

1 1 1

2 8 8

3
１
■ 8 9

4～ 6 5 4 5 1 4

7～ 8 2 7
■
■ 1 0

9-10
■
ェ 6 7

計 8 1 8 2 3 4 9

(2)H19年 度

殺 県南 県央 垢業】ヒ 全県

1

2 1 0 1 0

3 1
■
ェ 3 5

4～ 6 6 7 5 1 8

7～ 8 1 6 7

9 3 3

計 8 1 7 1 8 4 3
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公立高等学校 志願状況・入学者状況 (1/3)

※丸数字は募集学級数(学科・コース名の下の丸数字は、左から順に

平成17年度、平成18年度、平成19年度)O全 日制

高校名 学科・コース
入学者選抜状況

項 目 H17 H18 H19

大型寺実業

H8～④

電子機械科
∽

うヽはど

況 -9

情報ビジネス科
m

入学: 40 40

R労

情報デザイン科
m

0.70 1.48

40 40

況 -3

計∞
魔

入 学 146

充足状況 -14 -9

大型寺

H17～⑥

普通科
∞

1.42

jR、ど 202 204

況 +2 +4

(～H18人 文国際コース

H19～ 国際文化コース)

m

志願埼 0.60 0.43

入学: 40

足状況 -2 -4

計∞
や数 240 240 240

琉足状況

加賀
H15～④

総合学科

∞

0.71

入学:

足 況 -67 -4

小松商業

H8～④

帥∞
入 学

情報処理科
m

1,05

入学' 40

充足状況

計の
志願補

入学ど 160

充足状況

小松工業

H8～⑥

機械システム科
m

志願倍零

入学: 40

】足

電気科
m

1.43 1.00

40

足状況

電子情報科
①①①

志願埼

入 学 40 40

建築科
ω

1,20

ヽ学 40 40

足状況

土木科

m

1.46

入 学 40 40 41

況 +1

マテリアル科

m

志 願 1.40

入学' 40 40 40

計∞
ヽ学 240 236

1況 -4

小松

H13～③

普通科
∽

入学者数 280 280 280

二足状況

理数科

ω

玉願

入 学 40 40 40

計∞
志 魔

入学者数

売足状況

小松明峰
H17～⑥

普通科
∞

志願 4

入 」 240 239 240

lj世,i! -1

高校名 学科・コース
入学者選抜状況

項 目 H17 H18 H19

鶴来

H15～⑤

普通科
∞

申一帥一韓
144
-16 +1

(スポーツ科学コース)
m

1.22 1.00 0.52

入 :

充足状, -1 -1

計∞
入学ぢ

鸞
-16 -12

野々市明倫
H15～③

普通科
∽

1.22

入 : 320

充 足 況

松任
H15～⑤

総合学科
∞

入学者数
―クa

翠星
H17～④

総合グリーン科学科
∞

入 :

代】祀 -1

金沢錦丘
H15～③ 卸∞

入学: 32C

麒
-1

金沢泉丘

H13～③

普通科
∞

入 :

R労冦

帥ｍ
願

入 :

代労冦

40

計∞
入 :

充 足 況

金沢二水
H13～③ 卸∞

入学ど 36C

充足状況

金沢伏見

H15～②

普通科
∽

1.83

入学j

(自然科学コース)
∞

t況

40

(国際文化コース)
①∞

志願令 0.82

入学: 40
力
■

R】記

(人間福祉ヨース)
m

0.80

入 : 40
力
ｔ

計∽
入学: 280

金沢辰巳丘

H17～⑥

鋼∞
1.28

入 ど

+1

(芸術コース)

m

0.95

入学: 4C

|,;i! -2 -6

(外国語コース)
m

志願瑞

入学う←数 1

足状況 -12 -12 -22

計∞
願 1.08

入 226 183
-14 -17 -22

金沢商業
H9～②

総合情報ビジネス科
∽

入学う 280 28C

尭足状況

寺井
H17～④

総合学科
∽

入学' 160

充足状況
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公立高等学校 志願状況日入学者状況 (2/3)

高校名 学科・コース
入学者選抜状況

項 目 H17 H18 H19

工業

H5～③

機械システム科
∽

1.43

+1 +2

電気科
∞

志願倍率
40 40 4C

電子情報科
∞

1.27

40

-2

材料化学科
ω

0。94

入学者数 40 40

工芸科
∞

志願倍率
40

テキスタイルエ学科
∞

1.30 1,45

入学者数

充足状況
志願倍率

40

+1 -3

デザイン科
m

0.85

入 弓 40 42

-4 +2

計∞
入学す

充足状況 -1

金沢桜丘
H13～③

普通科
∞

入学者数 360 360

琉足状況

金沢西
H8～③

普通科
③∞

1.47

入

金沢北陵
H7～⑤ 伸∞

入学: 200

充 足 況 -1

金沢向陽
H17～④

普通科
∞

1.04

入学者数

麒
-4 -4 -30

内灘

H17～④

鋼の
入 :

R】尼 -41 -13 - 1 1

(情報科学ヨース)

∞

志

入学者埜

充足状況 -30 -23 -16

計∞
志願倍率

入学:

充足状況 -71 -27

津幡

H17～⑥
(体②総④)

体育科
∽

0.88

入学者数

充足状況 -7

伸∞
志魔倍E 0.84 1.04

入学者数

充足状況 -27 -2

計∞
入学者数

子.05

204 240

発足状況 -36 -9

宝達
H8～②

普通科
∽

入学者数

充足状況 -4 -9

羽咋
H12～⑤

普通科
∞

入学者数 200 200

況 -1

羽咋工業

H17～③

電子機械科
∞

0.85

入 40

に況 -4

電気科
m

志願倍ニ

入学者 41

充足状況 +1 -1

建設造形科
∞

1.00

入学者 42

充 足 +2

計∞
入学者数

発足状況 +1 -3

高校名 学科・コース
入学者選抜状況

項 目 H17 H18 H19

高浜

H14～②
(晋①工①)

普通科
①①①

0.82 1.00 0.38

入 増

R労己 -5 -5

機械システム科
m

0.46 0.43

代!

-31 -20 -21

計の
S願促
学ヽ宅

0.64

44

-36 -20 -26

鹿西
H12～④

普通科
∽

入学ぢ

足状況

七尾東雲

H16～⑤

テクニカルエ学科

m

0.45 0,89

入 : ,数

代】尼 -4 - 1 1 -6

デジタルエ学科
∞

志魔t

、二学生ぢ

足 況 -10 -9 -6

総合学科
∞

志願埼 0.90

j氏、ど

-12 -2

計∞
0.80

入 ど

足状】 -26 -22 -12

七尾

H13～⑥

普通科
∞

入学: 202 200 20C

充足状況 +2

理数科

m
入学:

充 犬況 -2

計∞
入 : 240 240

足 況

田鶴浜

H10～②

衛生看護科
m

1.00

入学 40

足状況 -3 +2

健康福祉科
ω

:!:【:【 0。90 0。16

入 ど

1況
-3 -21 -5

計の
0.47 0。98

ヽ!

―a -24 -3

中島

H8～②

普通科
ω

0.72

入学づ

充 足 t】〕i! …10 -8 -16

(演劇コース)

ω

i鷹続 0。71 0.65

、学

発 足 況 -8 - 1 1

計の
志隠補 0.77

入学j

発足状況 -28 -16 -27

富来

H13～②

普通科
m

0.20

】足状況 -23 -12 -16

(国際コース)

ω
入

充 足 況 -4 -20 -9

計の
0。29 0。22 0。20

入学ぢ数
-27 -32 -25

穴水
H9～②

普通科
∽

0.89 0.53 0.79

入学: 45

【況 -9 -35

F弓育1
H1 3～②

普通科
∽

0.82 0.57 0.67

入学: 64

琉足状況 -7 -27 -16
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石川県公立高等学校 志願状況口入学者状況 (3/3)

高校名 学科ロヨース
入学者選抜状況

項 目 H17 H18 H19

能都北辰

H12～③
(普②水①)

普通科
∽

i願倍率 0.67 0。99 0。97

足状況 -21 -1 -7

海洋科
∞

志願倍率 0.44 0,21

入学者数

充 足 !況 -22 -30

計∞
志 願

入学:

売足状況 -43 -31 -33

能登青翔

H17～②
(農①総①)

生産科学科

m

0.28

や数

足 況 -32 -29

総合学科
m

鷹 補 0.86 0.97

入 増

足 況 -4 -1 -8

計の
隠 1 0.58 0.55

入学| 45

発足状況 -36 -30 -3S

輪島
S60～④

普通科
∞

1.03

鸞
-34 Ⅲl

輪島実業

H17～②
(工①商①)

電子機械科
入学:

:足

インテリア科
入学ど

地域産業科
m

0.73 1.00 0.94

入 学

充 足 況 -10 -1 -3

情報ビジネス科
ω

志願倍昼 1.03

入 学 41 34

況 Ⅲl
-3 -6

計

②②②

き率

入学者

充足状況 -9 -4

珠洲実業

H14～②
(工①商①)

帥ω
0.47

入学】

i,;F! - 1 1

情報流通科
①①①

志願倍率 1.00 1.50

入学: 42

+2 -1 +2

計の
、とil畳ぢ

1.00 0.85

74

充足状況 -6 -1 一g

飯田
Hll～④

普通科
∽

入学:

抗足状況 -20 -33 -33

小松市立

H4～⑤

普通科
∞

末学:

】足 +8

(芸術コース)
∞

1.40

40 40

足 ミ況

計∞
1.22

入学: 200 200 200

発足状況

金沢市立
工業

H13～⑥

機械テクノロジー科
廼

入学ど

二足状

情報システム科
∽

、学者数

況

建築科
m

願 2.05

入学者数 40 40

二足状況

帥∞
入 学 40 40

計∞
1.48 1.64

子数 240 240 240

足状況

高校名 学科
入学者選抜状況

項 目 H17 H18 H19

加賀聖城

夜間・普通科
0.21 0.2C

入学者数

況 -34 -33 -31

午前・普通科

0.80

入

R労己 -17 -21 -19

計

0.41 0。40

入 :

足 況 -51 -54 -50

小松北

夜問・普通科 うR、ど

-35 -34 -32

午前・普通科

0.95 0.90

入 :

-8 -9 -8

計

0.55

入 : 40

足 況 -43 -43 -40

金沢中央

夜問・総合学科
0.30

入 増

店足状況 -30 -33

午前日総合学科 入 !

-16 -5

中間・総合学科

0.77 0.68

46

己状況 -22 -34

志 願 0.82

計

0,70 0,77

入

足状況 -68 -46 -72

工 業 夜問白工業技術科
0.10

入学】手数 4

充足状況 -36

羽松 午前・普通科

0,58 0.47

入 弓 1

≧状況 -16 -25 -21

七尾城北 夜間日普通科
0.25

入 :

足 況 -29 -30 -34

輪島 夜間・普通科

0.08

況 -36 -37 -37

金沢市立
工業

夜問・産業技術科

0.38

入学者
況 -22 -20

:H19年度の入学者数については、4月 24 の の で
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公立高等学校定時制 口通信制の現状 (平成 19年 5月 1日 現在)

|◎ 定時制 (夜昼併設)|

|● 定時制 (夜問部) |

|○ 定時制 (昼間部) |

|□ 通信制     |

金沢市立工業

高等学校

(産業技術科)0

金沢中央高等学校◎

(総合学科)

(普通科)

(普通科)

県立工業高等学校

(工業技術科)

0(H18募 集停止)

□金沢泉丘高等学校通信制

校学等一向松

」
制
イ
ジ

(普通科 ・衛生看護科)

｀
|、◎小松北高等学校 (普通科)

◎加賀聖城高等学校 (普通科)

※ 丸 数字は学級数、1学級の設置学科については丸数字の表示なし

輪  島 1年 2年 3年 4年 計

夜間部 3 4 0 14

七尾城北 1年 2年 3年 4年 計

夜間部 9 9 16 45

羽  松 1年 2年 3年 4年 計

昼間部 23 16 17 15 71

市立工業 1年 2年 +3年 +4年 計

夜間部 23 16 20 13 72ぉ /     ク /   r

●輪島高等学校定時制

(普通科) 県立工業 1年 2年 3年 4年 計

夜問部 8 9

金沢中央 1年 12年 13年 4年 計

夜間部 6 9 37

昼間部 ④127 ③100 ③82 ②43 352

計 133 91 54 389

小松北 1年 2年 3年 4年 計

夜間部 8 9 9 33

昼間部 34 26 24 23 107

計 42 35 33 30 140

加賀聖城 1年 2年 3年 4年 計

夜問部 10 9 6 5 30

昼間部 21 17 20 12 70

計 31 26 26 17 100

1年 2年 3年 4年 計

夜間部計 59 58 75 56 248

昼間部計 205 159 143 93 600

定時制計 264 217 218 149 848

金沢泉丘 1年 2年 3年 4年 計

普通科 ()64 ③169 ④224 ③420

衛生看護科 0 1 0 0 1

計 64 170 224 420 878
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